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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・各国文学 

キーワード：楽府・南北朝・『隋書』音楽志  

 

１．研究計画の概要 
本研究では、文学・歴史・思想・音楽な

どの各領域の研究者が協力分担し、幅広い
領域の知見を結集することによって、南北
朝期の楽府と楽府詩の問題を、多角的な視
点から解明することを企図する。その具体
的な検討課題として、本研究では『隋書』
音楽志の詳細な分析と訳注の作成を重点的
に行い、その分析と検討を踏まえた上で、
研究分担者がそれぞれ六朝から唐にかけて
の楽府関係資料の収集、楽府詩の創作面・
表現面からの研究、楽府の思想的背景の研
究、楽府の音楽的側面の研究などを進めて
いる。 
 

２．研究の進捗状況 
 すでに『隋書』音楽志上・中の訳注を終え、
これまで南朝側と北朝側の宮廷音楽が、どの
ように展開、変容してきたのかを解明してき
た。現在は、その南北両王朝の宮廷音楽がど
のように統合、展開していくのかを解明すべ
く、巻下の訳注作業を行っている。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 

 訳注稿の進度が予定よりも、やや遅れては
いるものの、計画全体に大きな変更はなく、
ほぼ順調に進んでいる。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 計画の遅れに対応して、訳注検討のための
共同研究会を、これまでよりも多く開催する
ことによって、研究計画の完了を目指す。 
 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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